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鳥獣被害 

田畑が荒らされ、森林は食害による立ち枯れがみられるようになった。 

植林してもすぐに食べられてしまう状況に至っている。 

東京ドーム1700個分と言われてもピンとこない。日本人なら畳で考えるとわかりやすい！畳だと
5500万2400畳分！（逆に分かりにくくなった） 

 

鳥獣被害とは何か？ 

シカ・イノシシ・サルによって毎年170億円～200億円
の農作物被害が発生している。 
さらにシカによる森林被害は年間8千ヘクタール  
（東京ドーム1700個分）発生している。 
近年では、山が飽和状態となり、野生動物が里に出
てきてペットや人を襲うとい状況が発生してきた。 
 
大阪や福岡、神戸、京都などの都市部にシカ・イノシ
シが出没するのがもはや日常化している。 

ディアライン 

森林は高さ2メートルの部分まで、葉っぱが全て食べられて、ディアラインと呼ばれる植
生上の線が出来上がる。。 

（令和元〔2019〕年11月９日）
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鳥獣被害が高止まりしている 
平成22年をピークに野生
鳥獣による農作物被害は
減少しているものの、離農
等の要因もあり、ほとんど
変わらない状況といえる。 

 

農水省資料H28年 

1000億円を超えると言っている人もいる 

なぜ鳥獣被害が増えたのか？ 

よく動物愛護系の人々は、人が森林開拓して、野生動
物の棲み処がなくなったから、動物が人里に出てくるよ
うになったという解説をするが全くの間違い。 

 

数が増えて、山が飽和状態になり、仕方なく里山付近
に出てくるようになった。 

そこで起こっていたのは、里山からの人間の撤退、い
わゆる都市集中化であった。 

ではなぜ、生息数が急増したのか？ 

そして、気候変動も野生動物の増加に関与することに
なる。冬季間の暖冬傾向により、野生鳥獣の幼体死亡
率が減少したことも、生息数増加に直結した。 

本来であれば寒い冬場に、ある程度の幼体の自然死
が起こるが、暖冬の影響で、自然死は減少し越冬率が
上がり、かなり高い確率で成体に育ってしまう。 

 

鳥獣被害が減らない理由は？ 

答えは簡単。単純に有害鳥獣の生息数が増えている
から。 

 

林野庁の調査では、平成25年に全国のシカの個体数
は325万頭を越え、平成元年度の10倍の生息数になっ
た。イノシシは約100万頭生息しており、平成元年の4
倍の生息数である。 

ではなぜ、生息数が急増したのか？ 

人々が里山から撤退し、耕作放棄された田畑や果樹
園は、野生動物にとって楽園である。 

 

人間の手が入った心地よい棲み処と、食料を同時に手
に入れることができるのだから。 

 

行き場のなくなった野生鳥獣は 
 

生息域を拡大させていきます。 

元々東北地方にはいなかったイ
ノシシや宮城県が北限だったニホ
ンジカも、今は青森を含む東北全
県で生息が確認されている。 

鳥獣対策とジビエ －食物連鎖に取り組む有効利用とは－（加藤礼識）
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イノシシやシカの大増殖による問題 

農作物被害だけなら、人間が我慢すればいいだ
けじゃないの？という人もいるが、実はイノシシ
やシカの大増殖によって様々な問題が発生して
いる。 

 

イノシシやシカの大増殖による問題 

2. 山林崩壊への関与 

 地表面の植物を食べつくし、土壌露出・土壌流
出することで、土砂崩れや山林の崩壊につな
がっている。 

環境省の資料より 

イノシシやシカの大増殖による問題 

1. 希少植物への影響 

  高山帯にまで、生息するようになった鳥獣の
ために希少な高山植物までもが食べつくされて
しまっている。 

イノシシやシカの大増殖による問題 

3. 希少生物への影響 

 希少な鳥類や、希少な昆虫自体が有害鳥獣の
餌となったり、営巣地を減少させるなどにより、生
態系への影響が大きい。 

狩猟者の減少 環境省資料より 

昭和50年と比較すると、
狩猟免許所持者数は半分
以下に減っている。 

シカの生息数は10倍、イ
ノシシの生息数は4倍に増
えているのに、狩猟者は
劇的な減少傾向となった。
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狩猟者 年齢別   環境省資料より 

先程の資料を年齢別で表
したもの。 
 
平成27年時点で、狩猟者
の60%以上が60歳以上に
なっている。 
 
何とかしなくてはいけな
いのでは？ 

大分県の現状    
昭和51年に9300人いた狩猟
者は、平成29年に5396人に
減少。鉄砲猟師は1/4に
減った。 
そして、狩猟免許所持者の
74％が60歳以上という現状
である。数年後には・・ 
 

結局人間の介入が必要 

野生鳥獣の死亡率が減り、しかも猟師が減った
ために、イノシシ・シカが大増殖している。 

増えすぎたものは、何らかの方法で調整しなけ
ればならないが、オオカミなどの天敵を放すとい
うのも現実的ではない。 

結局、人間が介入しなければならない。 

大分県の現状    
実は北海道に次ぐ、
日本第２位の捕獲
数で、年間60000頭
から75000頭の鳥獣
捕獲が行われてい
る。 
そこまで捕獲して、
やっと農作物被害
が減少。 

これでいいのか？大分県！！！ 

今、何とかしなければ、大分では猟師が絶
滅し、イノシシ・シカの楽園になってしまうの
では？ 

しかも意外な問題があることを知る 

人間の介入（狩猟や有害鳥獣駆除）によって捕獲された、鳥
獣はどうなっているのか？ 

これについては自治体等が出す正確な統計は
見当たらないが、様々な所で駆除肉の利用率の
推計値が出ていた。 

鳥獣対策とジビエ －食物連鎖に取り組む有効利用とは－（加藤礼識）
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狩猟や有害鳥獣駆除で捕獲されたうち 

ジビエ料理用やペットフードなどに加工されている割合
は8～13％程度という。 

その他のものは焼却や埋設により処理されている。 

 

 

殺すだけ殺して、食べたりせずに捨てているのか？ 

そもそも、猟師の行う野外解体は 

日本の食肉の安全を担保しているのは屠畜場法であ
り、屠畜場にて衛生的に食肉が処理されているからこ
そ日本の食肉は安全である。 

それに対して、猟師が伝統的に行ってきた、野外解体
はどのようなものなのだろうか？ 

次は閲覧注意 

何故こんなことが起こるのか？ 

それは、猟師に食品衛生の知識がないからである。
猟師が持つ食品安全の基準は、今までの食経験に
よるものであって、エビデンスなど全くない。 

だから、今まで大丈夫だったから、今回も大丈夫と
いうような感覚でいるし、今までの行動を変えようと
しなかった。 

駆除肉の有効利用ができない・・・・ 

飲食店でジビエを提供するためには基本的に、
食肉処理業の許可を得た解体処理施設からジ
ビエ肉を仕入れなければならない。 

猟師は、駆除や捕獲した野生鳥獣を解体し、食
用にするが食肉処理業者ではないので、自家消
費のみに限られる。流通させるには法的問題が
ある。 

屠畜場での屠体と比較して 

とても衛生的に良いとは言え
ない。 

 

少なくとも野外解体での肉を
ジビエ肉として利用するには
食品衛生として問題がある。 

猟師とジビエ食肉流通が乖離していた。 

安全なジビエ肉の流通には、猟師が安心安全な
食品について学ぶか、食品に関わる人間が猟師
になるのが一番の近道であると考えた。 
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何故、猟師になったのか？ 

奈良医大で食品衛生関連の研究をしていた時に、
E型肝炎患者の増加というネタに出会う。 

焼肉店による病原性大腸菌O157に食中毒発生
のため、牛レバ刺しが禁止となり、代用品として
豚レバ刺しが出されるようになったための増加
だったのだが、ジビエ肉由来のE型肝炎の発生
の増加も併せて認められていた。 

それでも何度もお願いし 

どうしたら、肉を分けてくれるのかと、聞き続けた
ところ、自分で免許を持って捕るんだったら、少し
は協力する。とのことだったので、売り言葉に買
い言葉で、狩猟免許を受験してしまう。 

ついでに、銃所持許可申請もして、一年がかりで、
銃猟の準備をして、奈良県猟友会に行ったところ、
そこまでやる人間は初めて見たと、猟に連れて
行ってもらえるようになった。 

 

 

そして、猟師となり 

ジビエ肉からの食餌性感染症について、研
究を始めていく。 

ジビエ肉の研究を始めてすぐに分かったこと。 

ジビエに関する行政の考え方が正反対。 

そこで 

ジビエ肉による食餌性感染症についての調査を
しようと計画し、奈良県猟友会にジビエ肉の提供
をお願いしに行ったところ、門前払いされてしまう。 

 

奈良県猟友会の立場になってみると、「自分たち
の肉の安全性について調査したいから、肉をく
れ！」と言ってきた奴は、確かに門前払いすると
思う。 

じつは 

私自身、秋田県仙北市生まれで、母親の実家が仙北市で林業
（キコリ）をやっていた。（キコリと言っても、実際には杉の苗を育てる苗圃というのが中心で、山林はそ
れほど多く持っていなかった。） 

母親の実家の山でよく遊んでいたし、その山にマタギが良く
入っていたので、あまり狩猟に抵抗がなかったというのも、す
んなり猟師になれた理由だと思う。 

小さなころから熊肉やウサギ肉をよく食べさせられていたので、
シカやイノシシと聞くと逆に食べてみたいという好奇心に襲わ
れる。 

 

ジビエについて行政の意見が真っ二つだった。 

平成26年当時、農林水産省はジビエ消費を推進しよう
と様々な施策を打ち出していたが、厚生労働省は野生
鳥獣肉なんて食べるなという立場をとっていた。 
（平成26年11月になり、厚生労働省はガイドラインを作り、渋々ジビエを認めた。） 

厚生労働省がジビエ肉の消費に消極的だったのは、
食餌性感染症の問題からだった。屠畜場法が日本の
食肉の安全を守っていたのは間違いなく、自家解体に
よる闇肉の流通は避けたかった。 

鳥獣対策とジビエ －食物連鎖に取り組む有効利用とは－（加藤礼識）
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んで結局、ジビエ肉は危ないのか？ 

厚生労働省は、食肉の安全を守るためにも、野
生鳥獣肉の流通は許したくなかったのだが、ジビ
エは本当に危ないのか？ 

 

答えは 

ジビエ肉というとE型肝炎 

という人がいるが、実はジビエ肉によるE型肝炎のリスクは、スー
パーで販売されている豚肉とほとんど変わらない。 

日本で飼育されている豚のほとんど
はE型肝炎に罹患しているか、過去に
感染している。 

生後6か月での抗体保有率が90％を超
えるので、今体内にウイルスが残っ
ているかどうかは分からないが、と
にかく感染していたのは間違いない。 

逆に言うと 

ジビエ肉は、解体時の汚染さえ防ぐ事がで
きて、寄生虫の対策さえすれば、豚肉を扱
うレベルの衛生対策で構わないことになる。 

寄生虫は熱に弱い。 

 

ジビエ肉をそこまで怖がることはない。 

危ない。 
というよりも、生肉は危ないものだという基本的なところだろう。 

牛レバーには病原性大腸菌のリスクがあるし、鶏の生肉には
カンピロバクターのリスクが付きまとう。

E型肝炎については豚と変わらないが・・・ 

問題は寄生虫である。 

肉には顎口虫、旋毛虫、有鉤条虫と言った、寄生虫が
いる可能性が高い。飼育されている家畜には、飼料の
中に一定量の抗生物質が混ぜられており、寄生虫がコ
ントロールされている。

野生に生きているイノシシやシカは抗生物質など摂取
していないので、寄生虫はほぼいると考えていい。 

しかし、この大学の食物栄養学部の先生も 

過剰にジビエ肉を怖がっている。 

 

これは「ゴースト効果」である。 

 
客観的なリスク水準（被害の発生確率）によらない過剰な反応を、
幽霊が怖いと思いながら見れば、 柳の下に幽霊が本当にいるか
のように見えてしまう、というのとよく似た現象であることから， 
「ゴースト効果」と呼んでいる。 

Ex）狂牛病 
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話を大きく戻すが 

捕獲された有害鳥獣肉の8～13%しか有効利用されて
いない状況は、問題がある。 

そしてその理由が、法的理由と食品衛生の問題である
ことは触れた。 

しかし、問題はそれだけではない。 

ジビエは美味しいのか？ 

Ａ5ランクの黒毛和牛など最高だと思う。 

 

人間がその嗜好性に合わせて、改良された食用に適
した食肉に、ジビエ肉が勝てるはずなどないと思って
いる。 

味にばらつきのない牛肉と個体によって味に差のあ
るジビエ肉は、比較の対象にならないのではない
か？ 

コスト面の問題 

ジビエ肉は高いという指摘もある。 

イノシシ肉と豚肉を比較するから、どうしてもイノシシ
は高額に思える。 

 

経済生産性を重視し、一か所で大量に生産する豚肉
と、山中で勝手に生きているのを一日がかりで捕獲し、
解体場を自ら設置して解体し流通させるジビエ肉を
同等の価格で流通させることは困難である。 

ジビエは美味しいのか？ 

よく、加藤先生はジビエ肉好きですよね？ 

 

と言われるが、ハッキリ言っておくが 

 

私は牛肉が大好きです。 

あまりおいしくない肉を食べる理由付けが必要 

ジビエ肉と牛肉を比較するとどうしてもジビ
エ肉は不利である。ジビエ肉の消費を増や
し、野生鳥獣肉の有効利用につなげるため
には、「美味しいから食べる」という以外の
何らかの理由付けが必要である。 

そろそろまとめに入りますが 

野生鳥獣の生息数が増加している。 

人間の繁栄の過程の中で、狩猟採集漁労時代から農
耕牧畜時代へと変化し、人が家畜を食べるようになっ
た。 

人の繁栄とともに、家畜は大繁栄し、牛は世界に15億
頭、豚は10億頭、鶏はもはや計測不能で中国・インド
ネシア・アメリカ・ブラジルの4か国だけで100億羽いる
と言われている。 

鳥獣対策とジビエ －食物連鎖に取り組む有効利用とは－（加藤礼識）
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人間の大繁栄 

人間は、自分たちと家畜を守るために、天敵を駆
逐した結果、山の中では食物連鎖の中間層で
あった、シカやイノシシが頂点に立った。彼らは
捕食されないために増えている。 

 

シカやイノシシが頂点に立つことにより、それら
の大繁栄が始まり、生態系のバランスを大きく壊
すことにつながる。 

ジビエ利用の障壁 

現状では、法的な問題や食品衛生上の問題、味
などの嗜好性の問題、コスト・経済的な問題など
様々な問題はあるが、大事な命を粗末にせずに、
命を頂くという意識をもって、食物連鎖の中に有
害鳥獣を取り組んでいく必要がある。 

生態系バランスの維持のために 

イノシシやシカをもう一度、食物連鎖の中間層に
戻す必要がある。そのためには、狩猟（狩り）に
よる生息頭数の調整は必要だし、狩猟をしたか
らにはしっかり、と食べてあげることが重要。 

というあたりで 

基調講演を締めたいと思います。 

 

 

ご清聴ありがとうございました。 
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